
内容

1.平成30年度制度改正、その後について

・訪問介護(生活援助中心型)の回数が多いｹｱﾌﾟﾗﾝの届出について

ｹｱﾌﾟﾗﾝ相談ｾﾝﾀｰ城西(重留CM)より今回ｹｱﾌﾟﾗﾝﾁｪｯｸでの質問されたことなどを話される。「ながら」の見守りは身体になるの

か。見守りとは何かあった時に対応するもの。調理しながらでは見守りにはなっていないのではないか。「安否確認」になる

のではないか。また、支援内容がアバウトになっている。本人が出来る部分と出来ない部分をしっかり把握し、もっと細かく

支援内容を記載。

・訪問介護の自立支援について

まつしたケア(松下CM)より説明。見守り的援助の明確化についてや、自立支援のため細かくﾁｪｯｸを行い、本人と一緒に取組め

ることなどを把握できる書式を利用している。プランに細かく本人と一緒にやることなどが入っていると、サ責もやりやす

い。

2.意見交換

・各事業所の事業所内勉強会の内容や方法

各事業所、勉強会の内容や方法について話して頂く。全体的には職員が担当制で行なっていることが多かった。また外部講師

を依頼したりする事業所もある。各事業所勉強会とは別に週1回程度の事例検討会を行なっている事業所も多かった。

3.その他

・医療リハビリについて

米沢病院、米盛ｸﾘﾆｯｸ、いいだｸﾘﾆｯｸは短時間のﾃﾞｲｹｱに移行予定の話が出ている。植村病院に関しては、行なう予定はないと

の事。

・城西会について(他法人との事例検討会)

来年度も今まで通り継続する予定。

・来年度について

今後の課題など

来年度の予定･･･5月29日(水)

打ち合わせ・・・ｹｱﾌﾟﾗﾝ相談ｾﾝﾀｰ城西、いいだｸﾘﾆｯｸ

開催場所 城西福祉館(支援ルーム)

参加者

居宅介護支援事業所：11人、地域包括支援センター職員：4人

総数 15 人

【結果】

開催日時 平成31年02月28日 10:00 ～ 11:30

内容

テーマ
居宅介護支援事業所管理者として各自が抱えている課題や不安の改善について

目的

・平成30年度介護保険制度改定を受けて、情報共有を行う事で運営がスムーズに出来る。

・地域包括支援センターの活動について周知を図る。

・圏域内居宅介護支援事業所同士の連携強化やネットワーク構築を図る。

・情報交換や意見交換。

概要

1.平成30年度制度改正、その後について

・訪問介護(生活援助中心型)の回数が多いｹｱﾌﾟﾗﾝの届出について

・訪問介護の自立支援について

2.意見交換

・各事業所の事業所内勉強会の内容や方法

3.その他

・医療リハビリについて

・城西会について(他法人との事例検討会)

開催場所 城西福祉館(支援ルーム)

参加者

居宅介護支援事業所：11人、地域包括支援センター職員：4人

総数 15 人

地域ケア会議

鹿児島市地域包括支援センター　城西

【計画】 作成担当者： 川口　真紀

開催日時 平成31年02月28日 10:00 ～ 11:30


